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	応用
	抗原情報
	背景
	嗅覚受容体は鼻の中の嗅覚分子と相互作用し、嗅覚の知覚を引き起こす神経反応を引き起こします。嗅覚受容体タンパク質は、単一のコーディングエクソン遺伝子から生じるGタンパク質共役受容体（GPCR）の大規模なファミリーに属します。嗅覚受容体は、多くの神経伝達物質受容体やホルモン受容体と7つの膜貫通ドメイン構造を共有し、嗅覚シグナルの認識とGタンパク質を介した伝達を担っています。嗅覚受容体遺伝子ファミリーはゲノム中で最大のファミリーです。この生物における嗅覚受容体遺伝子およびタンパク質の命名法は、他の生物とは独立しています。細胞表面受容体を介したシグナル伝達、Gタンパク質共役受容体タンパク質シグナル伝達経路、感覚知覚、化学刺激の感覚知覚、嗅覚の感覚知覚、神経系プロセス、認知
	研究分野
	嗅覚伝達;
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	OR10J5抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

